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《活動報告》

Kyoto University Ancient History Seminars, 2025

藤　井　　　崇

上に紹介された 9月 26 日のセミナーのほかに、2025 年は 4件の Kyoto University Ancient 

History Seminarが開催された。プログラムについては、それぞれのポスターを参照いただ

きたい。以下に、セミナーの様子を簡単に報告する。

まず 4月 18 日のセミナーでは、オーフス大学（デンマーク）の Rubina Raja教授が、Forging 

Urban Archaeology in the Middle East: Archaeological Practice and Geopolitics in the 19th 

and Early 20th Centuriesと題した講演をおこなった。Raja教授は、ゲラサなどのローマ帝国

の近東地域に関する研究で大きな業績があるが、本講演は、近東地域における近代の考古学

研究の歴史に関するものだった。これは、Raja教授を中心にオーフス大学で進められている

研究プロジェクトの一環で、古代史と近代史をつなぐきわめて重要なテーマである。続く 4

月 25 日のセミナーは、大野普希氏（京都大学大学院文学研究科博士後期課程）のオーガナ

イズでおこなわれた。ゲストとして京都大学大学院文学研究科外国人共同研究者として来日

中だったボローニャ大学（イタリア）の Francesco Reali博士お迎えし、2名が共同でローマ

帝国のポリスと村落共同体の関係を議論した。大野氏が Clifford Andoの都市論を批判的に

検証し（Introduction: Clifford Ando’s View on Empire, Polis, and Countryside）、Reali博士が

ローマ帝政期小アジアの都市・村落関係についてのケーススタディを提供した（Urban 

Control and Village Autonomy: Balancing Civic Identity in Roman Administrative Practice）。

2025 年には、京都大学大学院文学研究科客員准教授としてフェッラーラ大学（イタリア）

の Rachele Dubbini博士を 3ヶ月間招聘したが、この Dubbini博士が次の二つのセミナーで

活躍した。11 月 9 日のセミナーは、Dubbini博士とわたしが共同で担当した特殊講義の一環

としておこない、古代の聖域と日本の伝統的な聖域を比較することを目的とする野心的な試

みだった。古代聖域と下鴨神社の構造を比較しつつ、パウサニアスと日本の古典についての

相互分析も実施し（ここでも大野氏が力を振るってくれた）、歴史学と考古学にまたがる有

意義な催しとなった。11 月 14 日のセミナーでは、Dubbini博士が今後の考古学調査の対象

として考えている「南の」カンプス・マルティウスについて（War and Worship: Mars Gradivus 

and the Southern Campus Martius in Rome）、小松誠氏（東京大学）の招聘で来日されてい

たボン大学（ドイツ）の Ralf Krumeich博士がローマ帝政期におけるアテナイのアクロポリ

スにおけるモニュメントについて（Romans and Client Kings of Rome in Greek Costumes: 
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New Research on Honorific Statues on the Athenian Acropolis of the Roman Imperial Period）、

それぞれ講演をおこなった。

いずれのセミナーでも、院生・学生が積極的に参加してくれ、セミナー後の研究交流も活

発におこなわれた。
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